
多彩な音色、心に響く「吹奏楽ポップスとジャズの祭典」では、舞
鶴選抜楽団が迫力ある演奏を披露（右）。「赤
れんがアートフェスティバル」では、全国
の陶芸や染織などの作品を展示・販売す
るブースが並び多くの人でにぎわう（下）

舞鶴市役所への郵便物は、市役所専用の郵便番号（〒625-8555）と担当課名で届きます。 再生紙を使用しています

　

日
本
最
大
の
文
化
の
祭
典

「
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都

２
０
１
１
」
が
10
月
29
日
～

11
月
６
日
、
府
内
全
域
で
開

催
。
舞
鶴
市
で
は
、
29
日
に

総
合
文
化
会
館
で
「
吹
奏
楽

ポ
ッ
プ
ス
と
ジ
ャ
ズ
の
祭
典
」

を
、
29
日
と
30
日
に
赤
れ
ん

が
倉
庫
群
一
帯
で
「
赤
れ
ん

が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
。
２
日
間
で
延
べ
約

５
万
７
，
４
０
０
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
吹
奏
楽
ポ
ッ
プ
ス
と
ジ
ャ

ズ
の
祭
典
」
に
は
、
市
内
外
か

ら
９
団
体
が
出
演
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
は
、
舞
鶴
選
抜
楽
団
と

米
米
ク
ラ
ブ
の
サ
ク
ソ
ホ
ン

奏
者
・
オ
リ
タ
ノ
ボ
ッ
タ
さ
ん

が
共
演
。
富
山
商
業
高
校
の

飛
び
入
り
参
加
も
あ
り
、
ス

テ
ー
ジ
と
観
客
が
一
体
と
な

っ
て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

次号の折り込みは 12 月１日（木）
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国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
や
新
商
品
の
研
究
開
発
な

ど
に
必
要
な
経
費
を
助
成
す
る

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ァ
ン
ド
」
の
２
次
募
集
の

採
択
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
商
工
観
光
セ
ン

タ
ー
で
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
。
来
場
者
の
評
価

も
参
考
に
後
日
、
専
門
家
で
構

成
す
る
「
フ
ァ
ン
ド
委
員
会
」

が
内
容
を
審
査
し
、
15
事
業
の

応
募
の
中
か
ら
４
事
業
を
採
択
。

採
択
事
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

０
０
０
万
円
の
交
付
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

事
業
の
詳
細
な
ど
は
次
の
と

お
り
。

《
貼
る
だ
け
簡
単
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

の
新
商
品
の
開
発
と
販
路
開
拓

事
業
》

▪
事
業
者　

㈱
Ｄ
Ｉ
Ｙ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｅ

▪
概
要　
「
貼
る
だ
け
簡
単
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
」（
床
仕
上
げ
材
）
を

活
用
し
、
共
同
住
宅
向
け
に
防

音
対
策
や
断
熱
効
果
な
ど
を
施

し
た
新
商
品
を
開
発
。
ま
た
、

そ
の
販
路
の
開
拓
に
よ
る
事
業

規
模
の
拡
大
。

▪
委
員
会
か
ら
の
意
見　

昨
今
、

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
需
要
が
あ

る
中
、
成
長
も
期
待
で
き
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
畳
部
屋
か
ら
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
へ
の
変
更
な
ど
の

要
望
が
高
い
こ
と
か
ら
需
要
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

《
新
ブ
ラ
ン
ド 

京
都
舞
鶴
産
育
成

ア
カ
ガ
イ
づ
く
り
》

▪
事
業
者　

舞
鶴
ア
カ
ガ
イ
育

成
グ
ル
ー
プ

▪
概
要　

ア
カ
ガ
イ
を
丹
後
と

り
貝
の
養
殖
方
法
に
準
じ
て
育

成
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
大
き
さ
や
品
質
の
も
の
を
、

短
期
間
か
つ
低
コ
ス
ト
で
安
定

し
て
生
産
で
き
る
手
法
を
確
立

し
、
舞
鶴
の
新
た
な
海
の
恵
み

の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
販
売
。

▪
委
員
会
か
ら
の
意
見　

今
後
、

競
合
品
と
の
違
い
や
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
検
討
し
て
進

め
て
ほ
し
い
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
戦

略
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
、
加
工
品
も
含
め
て
ビ
ジ

ネ
ス
を
大
き
く
す
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ド
を
周
知
・
確
立
す
る

工
夫
を
期
待
す
る
。

《
京
都
舞
鶴
産
塩
抜
き
簡
単
天
然

ワ
カ
メ
の
製
造
販
売
》

▪
事
業
者　

か
ね
と
食
品

▪
概
要　

舞
鶴
産
成
長
ワ
カ
メ

を
原
料
に
、
独
自
の
塩
分
濃
度

の
低
い
製
造
法
に
よ
り
高
品
質

の
塩
抜
き
し
た
天
然
ワ
カ
メ
を

製
造
。「
舞
鶴
産
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
業
務
用
商
品
を
販
売
。
将

来
的
に
は
個
人
消
費
者
向
け
商

品
も
開
発
。

▪
委
員
会
か
ら
の
意
見　

天
然

ワ
カ
メ
と
し
て
は
、
出
回
る
量

が
少
な
い
た
め
、
単
価
も
期
待

で
き
る
。
す
で
に
販
売
先
を
業

務
用
と
し
て
確
保
し
て
い
る
こ

と
か
ら
販
路
の
確
実
性
も
あ
る
。

《
海
の
特
産
品
誕
生
事
業
》

▪
事
業
者　

㈱
カ
ン
ネ
ツ

▪
概
要　

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
（
小

さ
な
空
気
の
泡
）
発
生
装
置
を

使
っ
た
育
成
試
験
機
を
製
作
し
、

舞
鶴
湾
内
で
岩
ガ
キ
の
育
成
試

験
を
実
施
。
効
率
的
な
二
枚
ガ

イ
類
生
産
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開

発
し
、
生
産
と
漁
場
を
拡
大
。

▪
委
員
会
か
ら
の
意
見　

貝
類

が
成
長
し
た
と
い
う
他
地
域
の

事
例
も
あ
り
、
期
待
で
き
る
。

漁
業
者
と
連
携
し
、
将
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
・
雇

用
対
策
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）へ
。

２次募集

新
産
業
創
出
に
係
る
経
費
を
助
成

４
事
業
を
採
択

事業名【担当課】 評価結果 内訳（（　）内は票数） 主な意見

舞鶴市公共交通利用者駐車場使
用料補助金【地域振興課】

市実施〔内容・
規模見直し〕

不要（７）、市実施〔現行どおり〕
（２）、市実施〔内容・規模見直し〕
（16）、市実施〔委託・委託拡充〕（1）

❖公共交通事業者の運営に任せるべき❖ニー
ズ調査を実施し、受益者負担の導入、割引制
度の見直しを検討

水洗便所等改造資金貸付
【下水道総務課】

市実施〔現行
どおり〕

不要（５）、市実施〔現行どおり〕
（10）、市実施〔内容・規模見直し〕
（８）、市実施〔委託・委託拡充〕（３）

❖高齢者や低所得者の利用が多く継続すべき
❖金融機関への預託とし、市は利子補給を行
うなど貸付方法を見直す

粗大ごみ戸別収集経費
【生活環境課】

市実施〔内容・
規模見直し〕

市実施〔現行どおり〕（６）、市実
施〔内容・規模見直し〕（12）、市
実施〔委託・委託拡充〕（８）

❖ニーズ調査を実施し、高齢者や障害者に配
慮して事業内容の抜本的見直しを❖現行制度
は手続きが複雑。民間業者に任せた方がサー
ビスも向上する

新技術・新商品開発促進事業
【産業振興・雇用対策課】

不要 （※）
不要（８）、市実施〔現行どおり〕

（７）、市実施〔内容・規模見直し〕
（８）、市実施〔委託・委託拡充〕（３）

❖リーディング産業チャレンジファンド（同ペー
ジに関連記事）へ移行すべき❖経済団体などが実
施すべき❖融資制度を使いやすくしてほしい

イルミネーション設置事業
【都市計画課】

市実施〔委託・
委託拡充〕

不要（６）、市実施〔現行どおり〕
（２）、市実施〔内容・規模見直し〕
（８）、市実施〔委託・委託拡充〕（10）

❖寄附を募るなど市民参加型に移行してはど
うか❖通年設置による設置・撤去費用の削減、
太陽光パネルの活用なども検討しては

赤れんが博物館管理運営経費
【赤れんが博物館】

市実施〔内容・
規模見直し〕

市実施〔現行どおり〕（１）、市実
施〔内容・規模見直し〕（14）、市
実施〔委託・委託拡充〕（11）

❖行政が運営するのは限界。民間であればサ
ービス面や運用面で効果があり、利用者のニ
ーズに合わせることが可能❖学校教育に組み
込んで郷土の文化を学ばせるなど、裾野を広
げる取り組みが必要

医療費通知事業【保険医療課】不要
不要（11）、国・府・広域実施（２）、
市実施〔現行どおり〕（４）、市実
施〔内容・規模見直し〕（９）

❖医療機関から明細を出すことが義務化されて
いる。国民健康保険加入者に対して二重に知ら
せる必要性は低い❖必要であれば本人が問い合
わせればよい。回数を減らすことも必要

水道料金集金人制度
【水道部業務課】

市実施〔内容・
規模見直し〕

不要（８）、市実施〔現行どおり〕
（２）、市実施〔内容・規模見直し〕
（13）、市実施〔委託・委託拡充〕（３）

❖利用者の公平性を確保するためにも、集金
対象者に条件を設けるなど必要な人だけを対
象にする制度に改める❖口座振替やコンビニ
収納に移行し、集金人制度は止めるべき

職員（委託）研修費、高度救
急体制充実強化事業

【消防本部警防課・総務課】

市実施〔現行
どおり〕

国・府・広域実施（３）、市実施〔現
行どおり〕（22）、市実施〔内容・
規模見直し〕（１）

❖採用計画や人材育成計画を中・長期的に立
て、計画的に実施していくべき❖国や府に費
用負担を求めることも必要

　11 月３日、市政記念館において、最
適な行政サービスを提供するため、市が
行っている事業に対し、外部からの視点
を取り入れ評価する「公開事業評価」を
実施しました。
　学識経験者や経済団体の代表などで構
成する評価員５人と市民判定員 21 人が
評価し、多数決で判定。市がどのような
行政サービスや事業を行っているのか、
どれくらいのコストがかかっているのか
などを市民の皆さんに知ってもらい、ど

うすれば効率的な行政サービスが提供で
きるかを議論。評価結果は、対象事業９
事業のうち、不要が２事業、現行どおり
が２事業、内容・規模見直しが４事業、
委託・委託拡充が１事業でした。市とし
ては、評価結果を参考に今後の事業執行
に反映させていく予定です。
　評価結果は下表のとおり。市ホームペ
ージにも掲載。
　 詳 し く は、 改 革 推 進 課（ ☎ 66・
1034）へ。

※「不要」と「市実施〔内容・規模見直し〕」が同数のため、コーディネーターの１票を加えて判定。

公開事業評価を実施

市民ら26人が９事業を判定


